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ケーブルチェッカーケーブルチェッカーケーブルチェッカーケーブルチェッカー    

 
OverviewOverviewOverviewOverview    
ケーブルテストには、テストするケーブルの一方を左側のジャックに接続しもう一方を

右側のジャックに接続します。（ギターケーブル、マイクケーブル、その他のケーブル類

のテストには本体上部のMIC/LINEグループを使用し、スピーカーケーブル用には下段
の SPEAKERグループを使用して下さい。この 2つのグループをまたいでつなぐことは
出来ません。） 

 
トップパネルの 4 つのボタンは本体右側にあるジャックに対応し、そのボタンの上にあ
る LED は左側のジャックに対応しています。ボタン１（GND）を押すと、左側のどの
接点が PIN 1と接続しているか、または右側のプラグのアース（Ground）に接続してい
るかどうかを LEDが表示します。 
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1/41/41/41/4””””フォンケーブルフォンケーブルフォンケーブルフォンケーブルののののテストテストテストテスト（（（（バランスバランスバランスバランス、、、、アンバランスアンバランスアンバランスアンバランス））））    

 
 
アンバランスアンバランスアンバランスアンバランス・・・・フォンケーブルフォンケーブルフォンケーブルフォンケーブル    
ボタン 正常な結果 
ボタン 1（GND） LED１が点灯（LED3も点灯しますが、この場合では無視してく

ださい。） 
ボタン 2（HOT） LED2が点灯 
 
バランスバランスバランスバランス・・・・フォンケーブルフォンケーブルフォンケーブルフォンケーブル    
ボタン 1（GND） LED1が点灯 
ボタン 2（HOT） LED2が点灯 
ボタン 3（COLD） LED3が点灯 
 
以上の手順でケーブルを接続し、ボタンを押します。結果が上の表と一致すれば、ケーブ

ルの配線は正常です。 
 
ボタンを押して表とは異なる LEDが点灯した場合、ケーブルの配線に支障があります。ボ
タンを押して複数の LEDが点灯する場合、ケーブルがショートしています（例外もありま
すので以下の「注意」を参照して下さい）。LEDが全く点灯しない場合やこれらの結果が生
じた場合には、リペアが必要です。 
注意：バランスとアンバランスのテストに同じジャックを使用するので、アンバランス・

ケーブルをテストする際にボタン 1を押すと LED3 が点灯する場合があります。これはケ
ーブルの支障ではありません。 
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フォンフォンフォンフォン/RCA/RCA/RCA/RCAケーブルケーブルケーブルケーブルののののテストテストテストテスト    

 
ボタン 正常な結果 
ボタン 1（GND） LED1が点灯（LED3も点灯しますが、この場合は無視してくださ

い。） 
ボタン 2（HOT） LED2が点灯 
 
RCA/RCARCA/RCARCA/RCARCA/RCAケーブルケーブルケーブルケーブルののののテストテストテストテスト    

 
ボタン 1（GND） LED1が点灯 
ボタン 2（HOT） LED2が点灯 
 
以上の手順でケーブルを接続し、ボタンを押します。結果が上の表と一致すれば、ケーブ

ルの配線は正常です。 
ボタンを押して表とは異なる LEDが点灯した場合、ケーブルの配線に支障があります。ボ
タンを押して複数の LEDが点灯する場合、ケーブルがショートしています（例外もありま
すので以下の「注意」を参照して下さい）。LEDが全く点灯しない場合やこれらの結果が生
じた場合には、リペアが必要です。 
注意：バランスとアンバランスのテストに同じジャックを使用するので、アンバランス・

ケーブルをテストする際にボタン 1を押すと LED3 が点灯する場合がありますが、これは
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ケーブルの支障ではありません。 
XLRXLRXLRXLRコネクタコネクタコネクタコネクタ仕様仕様仕様仕様ののののケーブルケーブルケーブルケーブルををををテストテストテストテストするするするする前前前前にににに    
 
PIN2 HOT（2番ホット）vs. PIN3 HOT（3番ホット） 
現在、ケーブル製造メーカーのほとんどが PIN2 を HOT、 PIN3を COLDで製造してい
ますが、その反対仕様のケーブルを製造しているところもあります。 
 
右側の図は、2種類の XLRコネクタとバランスフォ
ンプラグの配線を表しています。 
 
一方が XLR、もう一方が他のコネクタ仕様のケーブ
ルをテストする際に、XLRの PIN2/PIN3ともう一
方のコネクタの HOT/COLD との配線が異なるケー
ブルがあります。この場合、一概に配線ミスとは言

えません。アプリケーション（ケーブルが接続され

る機材）により配線方法が異なるからです。CBT-277ケーブルテスターは、XLR仕様ケー
ブル配線方法を簡単にチェックできます。 
 
シャーシシャーシシャーシシャーシ・・・・アースアースアースアース（（（（グラウンドグラウンドグラウンドグラウンド））））についてについてについてについて    
シェル、または「シャーシ」部とは、XLR端子を接続する際につまむ部分にあたります。
ケーブルメーカーによっては、PIN1（アース）をシャーシに接続している場合や、シャ
ーシには全く接続していない場合もあります。HOSA 社製のケーブルに使用されている
XLRのシャーシは、アースに接続されていません。 CBT-277は XLR端子にシャーシ・
アース（グラウンド）が使用されているどうかを簡単にチェックできます。 
 
使用するケーブルにシャーシ・アースが採用されているかを知ることは、ハムノイズや

「ブー」というノイズの原因を調べる時にとても便利です。ハムノイズなどの原因は機

材をつなぐアースループ（Ground Loops）による可能性もあるからです。 
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XLR/RCAXLR/RCAXLR/RCAXLR/RCAケーブルケーブルケーブルケーブルののののテストテストテストテスト    

 
XLRXLRXLRXLR（（（（メスメスメスメス））））/RCA/RCA/RCA/RCAケーブルケーブルケーブルケーブル    
ボタン 正常な結果 
ボタン 1（GND） LED1が点灯 
ボタン 2（HOT） 2番ホットの場合、LED2が点灯（3番ホットの場合は LED3が点

灯） 
ボタン 3（COLD） 2番ホットの場合、LED1が点灯（3番ホットの場合は LED3が点

灯） 
CHASSIS GROUND  XLR端子にシャーシアースが使用されている場合は LED1が点灯
 
XLRXLRXLRXLR（（（（オスオスオスオス））））/RCA/RCA/RCA/RCAケーブルケーブルケーブルケーブル    
ボタン 1（GND） 2 番ホットの場合、LED1 と LED3 が点灯。（3 番ホットの場合、

LED1 と LED2 が点灯、シャーシアースが使用されている場合は
LED4が点灯） 

ボタン 2（HOT） 2番ホットの場合、LED2が点灯（3番ホットの場合は LED3が点
灯） 

 
以上の手順でケーブルを接続し、ボタンを押します。結果が上の表と一致すれば、ケーブ

ルの配線は正常です。 
ボタンを押して、上記の結果が得られない場合は、ケーブルに何らかの支障があることを

表します。LED が点灯しない場合、ケーブルが「オープン」配線か、配線がつながってい
ないことを表します。表の結果とは異なる LEDが点灯する場合には誤った配線がされてい
ることを表します。複数の LEDが点灯する場合にはケーブルがショートしていることを表
します。 
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XXXXLR/LR/LR/LR/アンバランスアンバランスアンバランスアンバランス・・・・フォンケーブルフォンケーブルフォンケーブルフォンケーブルののののテストテストテストテスト    

 
XLRXLRXLRXLR（（（（メスメスメスメス））））////アンバランスアンバランスアンバランスアンバランス・・・・フォンフォンフォンフォン    
ボタン 正常な結果 
ボタン 1（GND） LED1、LED3が点灯 
ボタン 2（HOT） 2 番ホットの場合、LED2 が点灯。（3 番ホットの場合は LED3 が

点灯） 
ボタン 3（COLD） 2番ホットの場合、LED1が点灯。（3番ホットの場合は、LED2が

点灯） 
CHASSIS GROUND XLR 端子にシャーシ・アースが使用されている場合、LED1 が点

灯。 
 
XLRXLRXLRXLR（（（（オスオスオスオス））））////アンバランスアンバランスアンバランスアンバランス・・・・フォンフォンフォンフォン    
ボタン 1（GND） 2番ホットの場合、LED1とLED3が点灯。3番ホットの場合、LED1

が LED2が点灯。XLR 端子にシャーシ・アースが使用されている
場合、LED4が点灯。 

ボタン 2（HOT） 2番ホットの場合、LED2が点灯。3番ホットの場合、LED3が点
灯。 

 
以上の手順でケーブルを接続し、ボタンを押します。結果が上の表と一致すれば、ケーブ

ルの配線は正常です。 
ボタンを押して、上記の結果が得られない場合は、ケーブルに何らかの支障があることを

表します。LED が点灯しない場合、ケーブルが「オープン」配線か、配線がつながってい
ないことを表します。表の結果とは異なる LEDが点灯する場合には誤った配線がされてい
ることを表します。複数の LEDが点灯する場合はケーブルがショートしていることを表し
ます。 
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XLR/XLR/XLR/XLR/バランスフォンケーブルバランスフォンケーブルバランスフォンケーブルバランスフォンケーブルののののテストテストテストテスト    
 

XLRXLRXLRXLR（（（（メスメスメスメス））））////バランスフォンバランスフォンバランスフォンバランスフォン    
ボタン 正常な結果 
ボタン 1（GND） LED1が点灯。XLR端子にシャーシアースが使用されている場合、

LED4が点灯。 
ボタン 2（HOT） 2番ホットの場合、LED2が点灯（3番ホットの場合は、LED3が

点灯） 
ボタン 3（COLD） 2番ホットで LED3が点灯。（3番ホットで LED2が点灯） 
CHASSIS GROUND XLR 端子にシャーシ・アースが使用されている場合は、LED1 が

点灯。 
 
XLRXLRXLRXLR（（（（オスオスオスオス））））////バランスフォンバランスフォンバランスフォンバランスフォン    
ボタン 正常な結果 
ボタン 1（GND） LED1が点灯。XLR端子にシャーシアースが使用されている場合、

LED4が点灯。 
ボタン 2（HOT） 2番ホットの場合、LED2が点灯（3番ホットの場合は、LED3が

点灯） 
ボタン 3（COLD） 2番ホットの場合、LED3が点灯。（3番ホットの場合は、LED2が

点灯） 
CHASSIS GROUND XLR 端子にシャーシ・アースが使用されている場合は、LED1 が

点灯。 
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XLRXLRXLRXLR（（（（オスオスオスオス））））/XLR/XLR/XLR/XLR（（（（メスメスメスメス））））ケーブルケーブルケーブルケーブルののののテストテストテストテスト    

 
ボタン 正常な結果 
ボタン 1（GND） LED1 が点灯。オス XLR 端子にシャーシアースが使用されている

場合、LED4が点灯。 
ボタン 2（HOT） LED2が点灯。 
ボタン 3（COLD） LED3が点灯。 
CHASSIS GROUND メス XLR 端子にシャーシ・アースが使用されている場合、LED1

が点灯。オス XLR端子にシャーシ・アースが使用されている場合、
LED4が点灯。 

 
以上の手順でケーブルを接続し、ボタンを押します。結果が上の表と一致すれば、ケーブ

ルの配線は正常です。 
ボタンを押して、上記の結果が得られない場合は、ケーブルに何らかの支障があることを

表します。LED が点灯しない場合、ケーブルが「オープン」配線か、配線がつながってい
ないことを表します。表の結果とは異なる LEDが点灯する場合には誤った配線がされてい
ることを表します。複数の LEDが点灯する場合はケーブルがショートしていることを表し
ます。 
 
スピコンケーブルスピコンケーブルスピコンケーブルスピコンケーブルののののテストテストテストテスト    
スピコンは Neutrik 社の登録商標です。スピコンには４ピンと 8 ピンの２種類があり、
多くのブランドスピーカーやオーディオアンプ、ケーブルなどに使用されています。

HOSA社の CBT-277ケーブルテスターは、スピコンケーブルにも対応しています（4PIN
スピコンコネクターのみに対応で、8PINスピコンコネクターには対応していません）。 
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バイアンプとは、クロスオーバーを使用して増幅する前の信号を高域と低域を分け、独立

して増幅する仕組みのことです。通常、高域と低域用に各１台づつのアンプを使用して２

組のケーブルが必要となります（１組が増幅された高域用、もう１組が低域用）。 
 
スピコンコネクタは、ノーマルなフルレンジスピーカー用のほか、バイアンプ仕様の接続

にも使用できます。スピコンは 4 つの内部配線により、スタンダードな 2 芯フルレンジ・
スピーカーケーブルだけではなく、4 芯スピーカーケーブル（高域/低域を独立させたまま
増幅信号を送る）にも接続できます。 
 
スピコンの 4つの配線は「+1、-1、+2、-2」と呼ばれています。通常、+1と-1がペアとな
り１つの増幅信号を送信し、+2と-2がもう１つのペアを構成し増幅信号を送信します。高
域スピーカーにはパラレル仕様の 2 つのスピコンジャックが搭載されている場合が多く、
実際には+1と-1だけが高域スピーカーに接続されています。使用されていないジャックで、
低域信号を低域用スピーカーに送信します。メス・スピコン端子があり低域用スピーカー

に+2と-2が接続しています。 
 

 
 
 
スピコンを使用する際には、使用するケーブルが正しく配線されていることがとても重要

です。低域の増幅信号が､高域用スピーカーに送信されると、スピーカーに支障をきたす可

能性があります。 

2 台のアンプとそれに対応する独立したスピ

ーカーケーブルの代わりに、4芯ケーブル（バ

ナナ×2、スピコン×1）と短いスピコン/スピ

コン・ジャンパーケーブル（2芯）を使用しま

した。 
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スピコンを使用するケーブルをテストする際には、テスト結果を特に注意して配線等が正

しいとこを確認して下さい。 
 
スピコンスピコンスピコンスピコン////スピコンケーブルスピコンケーブルスピコンケーブルスピコンケーブルののののテストテストテストテスト    

 
スピコンスピコンスピコンスピコン////スピコンスピコンスピコンスピコン・・・・ケーブルケーブルケーブルケーブル    
ボタン 正常な結果 
ボタン A (+1) LED Aが点灯 
ボタン B (-1) LED Bが点灯 
ボタン C (+2) LED Cが点灯。ケーブルが 2芯の場合、LEDは点灯しません。 
ボタン D (-2) LED Dが点灯。ケーブルが 2芯の場合、LEDは点灯しません。 
 
以上の手順でケーブルを接続し、ボタンを押します。結果が上の表と一致すれば、ケーブ

ルの配線は正常です。 
ボタンを押して、上記の結果が得られない場合は、ケーブルに何らかの支障があることを

表します。LED が点灯しない場合、ケーブルが「オープン」配線か、配線がつながってい
ないことを表します。表の結果とは異なる LEDが点灯する場合には誤った配線がされてい
ることを表します。複数の LEDが点灯する場合はケーブルがショートしていることを表し
ます。 
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スピコンスピコンスピコンスピコン////バナナケーブルバナナケーブルバナナケーブルバナナケーブルののののテストテストテストテスト    

 
ボタン 正常な結果 
ボタン A (+1) LED Aが点灯 
ボタン B(-1) LED Bが点灯 
 
スピコンスピコンスピコンスピコン////バナナバナナバナナバナナ（（（（××××2222））））ケーブルケーブルケーブルケーブルののののテストテストテストテスト    

 
このテストでは、バナナプラグをひとつづつテストして下さい。バナナプラグを接続する

際には、極性を確認して下さい。黒側が「マイナス」、赤（または白）が「プラス」です。

バナナプラグの多くは、+/-1、+/-2が表示されています。 
             正常な結果 ボタン 
     バナナ 1 バナナ 2 

ボタン A (+1) LED Aが点灯 LEDは点灯しません 
ボタン B (-1) LED Bが点灯 LEDは点灯しません 
ボタン C (+2) LEDは点灯しません LED Cが点灯 
ボタン D (-2) LEDは点灯しません LED Dが点灯 
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スピコンスピコンスピコンスピコン////フォンフォンフォンフォン・・・・ケーブルケーブルケーブルケーブルののののテストテストテストテスト    

 
スピコンスピコンスピコンスピコン////フォンフォンフォンフォン    
ボタン 正常な結果 
ボタン A LED Aが点灯 
ボタン B LED Bが点灯 
 
 
スピコンスピコンスピコンスピコン////フォンフォンフォンフォン（（（（××××2222））））    

 
多くのフォンケーブルのプラグには+/-1 や+/-2 が表示されています。「+/-1」プラグを上段
フォンジャックへ、「+/-2」を下段フォンジャックへ接続して下さい。表示されていない場
合には、テスト結果を確認して下さい。 
 フォン１ フォン 2 
ボタン A LED Aが点灯 LEDは点灯しません 
ボタン B LED Bが点灯 LEDは点灯しません 
ボタン C LEDは点灯しません LED Cが点灯 
ボタン D LEDは点灯しません LED Dが点灯 
 
以上の手順でケーブルを接続し、ボタンを押します。結果が上の表と一致すれば、ケーブ

ルの配線は正常です。 
ボタンを押して、上記の結果が得られない場合は、ケーブルに何らかの支障があることを

表します。LED が点灯しない場合、ケーブルが「オープン」配線か、配線がつながってい
ないことを表します。表の結果とは異なる LEDが点灯する場合には誤った配線がされてい
ることを表します。複数の LEDが点灯する場合にはケーブルがショートしていることを表
します。 


